







An Application of “Situation Analysis" to the Study on Urban Environment without 
Crime 
Toru HIRAOKA (Doctoral Course for Creative Cities， Graduate School for Creative Cities， 
































Images of urban safety are the indispensable elements for urban re-vitalization， especially the occu汀enceof urban 
crime， such as snatching is an influential factor. 
However， although the general decreasing trend of total crime number， the OCCUITence of snatching in the core area 
of Osaka City (Chuou Ward) does not deCI巴aseso much as that of the other訂easof the city 
This paper tried to shed light on the background of the existence of snatching crime in the core area of Osaka City 
based on the CPTED (Crime Prevention Through Environmental Design) point of view. 
1 apply transpo口ationanalysis and third space concept to this type of analysis (“Situation Analysis") to extract 4 
main activity patterns of th巴victims
[010J come home from office directly by walk or bicycle 
[300J come home from office via the station by walk or bicycle 
[61OJ come home from shops directly by walk or bicycle 
[720J come home from shops via the station by walk or bicycle 
This situation analysis elucidates the cause of the existence of snatching crime in the core area of Osaka City as fol-
lowing points: 
1) The advancement of ・backto the city movement' in the center of Osaka City. 
2) Especially， many young girls tend to inhabit in the newly-built condominiums in the c巴nterof Osaka City in 
these days. 
3) The increase of the opportunity of young girls' going home from workplace within the central area of the city， 
in the midnight time 
4) They often go through the alleys near the main roads. They are the most dangerous points 
Thus this analysis finds that‘back to th巴citymovement' ， the positive side of urban revitalization also leads to the 
remaining activity of snatching crime， in the center of Osaka City. 
These findings will contribute to the urban environment policy without crime. 
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図 Iー 2 大阪のひったくりの年別認知件数の推移 (2000~2004年)
出典:大阪府警察本部資料をもとに筆者作成。




阪府下、大阪市内、大阪市外それぞれに比べ (2001年を除き)小さく、その傾向は、 2003年、 2004年ではほ
ぼ横ばいであり、 2002年には逆に発生件数は増加している。中央区のような都心部でひったくりがなかなか
減らないのはなぜだろうか。本稿ではこのような点を検証してみたい。


















































状況的犯罪予防論は、米国の犯罪学者、ロ レンス・コ エン (Cohen，L. E.) とマーカス・フェルソン
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表 ll-1 ひったくり被害者の行動パターン分類表




















































































② 行動パターン [010J 被害者の95%が女性で、年齢は20-30歳代が70%、時間帯は23-4時台で
68%、主要道路からは o-200mで、89%発生している c
③ 行動パターン [200J 被害者の94%が女性で、年齢は20歳代が25%、40-50歳が50%、時間帯は 7
-8時台が38%発生、 5時台が19%、20時台が13%、主要道路からは o-150mで、全て発生しているご





lずつあり、両者あわせて約3分の 2を占める τ さらに「住居から徒歩・自転車で買物・娯楽・飲食地まで
の移動途上 [600JJが15%、「最寄り駅から徒歩・自転車で買物・娯楽・欽食地までの移動途上 [710JJが
14%を占めているc
この、被害者の行動パタ ンの代表的な [600J ・ [61OJ . [710J ・ [720Jの4パタ ンの分析の概要
は、表II-5のとおりである c
① 行動パターン [600J 被害者の97%が女性で、年齢は20-30歳代が55%、60歳代が4%、時間帯は
2時台が14%、5時台が10%、0時台が7%、11時台が7%、13時台が7%、14時台が7%、19時台が7
%、 20時台が7%、主要道路からは o-100mで、全て発生している。
② 行動パターン [610J 被害者の94%が女性で、年齢は20-30歳代が71%、50歳代11%、時間帯は 2
平岡透「犯罪の少ない都市づくりのための都市環境内シチュエーション分析の試みJ 101 
表n-4 2004年中央区ひったくり被害者のパターン別分析(就業・就学者)
ノfターン パターン別件数 性別 年齢
女 男 50歳代 20歳代 30蕊代 パターン平均
000 14 I項目別件数 12 2 4 3 2 
47歳
|割合(%) 85 15 31 23 15 
女 男 20歳代 30歳代 50歳代 ハターン平均
010 67 I項目別件数 64 3 31 14 8 
34歳
|割合(%) 95 5 48 22 13 
女 男 20歳代 40歳代 50歳代 ハターン平均
200 17 I項目別件数 16 1 4 4 4 
41歳
|割合(%) 94 6 25 25 25 
女 男 20.義代 30歳代 50歳代 パターン平均
300 68 I項目別件数 61 7 21 21 10 
37歳
|割合(%) 89 11 32 15 
ノtターン 時間 主要道路からの距離 (m)
2時台 6時台 19時台 7時台 8時台 51-100 0-50 101-150 151-200 
000 3 2 2 1 1 5 4 2 2 
23 15 15 8 8 38 31 15 15 
3持台( 4時台 2時台 1時台 0時台 23時台 0-50 51-100 151-200 
010 9す 9 7 7 6 6 29 17 11 
14 14 11 11 9 9 45 27 17 
7時台 5時台 8時台 20時台 51-100 0-50 101-150 
200 4 3 2 2 6 5 5 
25 19 13 13 38 31 31 
20時台 21日寺台 19時台 4時台 0-50 51-100 101-150 
300 23 9 6 5 31 19 15 
35 14 9 9 48 29 23 
出典:大阪府警察本部資料をもとに筆者作成ご
表Eー5 2004年中央区ひったくり被害者のパターン別分析(非就業・就学者)
ノfターン パターン別件数 性別 年齢
女 男 20歳代 30歳代 60歳代 ハターン平均
600 29 I項目別件数 28 1 11 5 4 43歳
|割合(%) 97 3 38 17 4 
女 与J 20歳代 30歳代 50歳代 ハタン平均
610 62 I項目別件数 58 4 22 10 7 38歳
|割合(%) 94 6 35 16 11 
女 男 30歳代 20歳代 50歳代 60歳台 パターン平均
710 27 属目別件数 24 3 6 5 4 4 43歳
|割合(%) 88 12 24 20 16 16 
女 男 50歳代 30歳代 20歳代 /、ターン平均
720 52 I項目別件数 43 9 14 12 10 42歳
」割合(%) 83 17 27 23 19 
}¥ター ン 時間 主要道路からの距離 (m)
2時台 5時台 0時台 11s寺台 13時台 14時台 19時台 20時台 0-50 101-150 51-100 
600 4 3 2 2 2 2 2 2 11 10 8 
14 10 7 7 7 7 7 7 38 34 28 
2時台 。詩台 5s寺台 20時台 23時台 0-50 101-150 51-100 
610 8 了1 7 5 5 29 20 14 
<13ζ 一11 8 8 46 32 22 
20時台 11時台 7時台 10時台 19時台 0-50 51-100 101-150 
710 4 3 2 2 2 9 9 5 
16 12 8 8 8 36 36 20 
20時台 2時台 19時台 4時台 15時台 0-50 51-100 101-150 151-200 
720 6 5 5 4 4 30 14 3 3 
12 10 10 8 8 58 27 6 6 
出典:大阪府警察本部資料をもとに筆者作成(
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時台が13%、0時台が11%、5時台が11%、20時台が8%、23時台が8%、主要道路からはo-100mで
全て発生している。































このように、中央区でのひったくりの被害パタ ン [300J を「職場から駅帰宅型」と呼ぶが、その被害
の特徴を分析結果から見ると、次のように整理することができる。
。被害者は、 20-40歳代の女性










































































図皿 3の (a) (b)は実数ベースでみたものである。これによると、実数では、パターン [200Jが激
減し、パターン [010Jが微減している。しかし、発生数全体が減少していることを考えて、全体に占める
発生比率ベースでみてみると、 (c) (d)のように、明らかに、駅直行型よりも、都心住居直行型の方が、
比重が高まってきていることがわかる。具体的には、パタ ン [oooJは1，3ポイント増加、 [OlOJは3.0ポイ




しかも、自宅への直接帰宅パタ ン [010] ・ [610]の2者について見てみると、 2000年の 2者の発生率









2000年と 2004年を比較してみると 6，644人増加しているここの増加の内訳は、年齢構成で見てみると 20~30
歳代が4，555入、率にして68.6%増加しているつさらにこれを男女別に見てみると、男性が2，178入、率にし
て32.8%、女性が2，377人、率にして35.8%増加している())。このことから、大阪都心部の中央区における人














棟 戸数 棟 戸数 棟 戸数
2000 31 1，271 15 557 16 714 
2001 49 2，262 31 1，423 18 839 
2002 39 1，649 21 851 18 798 
2003 32 2，025 14 1，143 18 882 
2004 48 2，593 28 1，492 20 1，101 




¥年¥齢¥別-----------年 2000 2001 2002 2003 2004 
2ωo年-2004年 全体の増減
への噌減値 M(との比較
人口 4，979 5，011 5，265 5，409 5，540 561 8.4 
0歳ー14歳 |男 2，521 2，517 2，633 2，749 2，833 312 4.7 
|女 2，458 2，494 2，632 2，660 2，707 249 3.7 
人口 2，532 2，457 2，401 2，286 2，207 "'325 -4.9 
15歳-19歳 |男 1，287 1，249 1，215 1，130 1，103 企 184 -2.8 
|女 1，245 1，208 1，186 1，156 1，104 企 141 -2.1 
人口 9，087 6，592 9，928 10，111 10，494 1，407 21.2 
20歳ー29歳 l男 4，500 4，608 4，900 4，967 5，121 621 9.3 
|女 4，587 4，695 5，028 5，144 5，373 786 11.8 
人口 7，214 7，738 8，805 9，478 10，362 3，148 47.4 
30歳-39歳 |男 3，625 3，864 4，374 4，742 5，182 1，557 23.4 
|女 3，589 3，874 4，431 4，736 5，180 1，591 23.9 
人口 3，023 3，166 3，368 3，479 3，872 849 12.8 
40歳-44歳 |男 1，467 1，575 1，646 1，716 1，914 447 6.7 
|女 1，556 1，591 1，722 1，763 1，958 402 6.1 
人口 19，511 19，363 19，600 19，556 19，729 218 3.3 
45歳-69歳 |男 9，382 9，341 9，503 9，544 9，667 285 4.3 
l女 10，129 10，023 10，097 10，012 10，062 企 67 -1.0 
人口 7，271 7，451 7，622 7，819 8，057 786 11.8 
70歳以上 |男 2，551 2，614 2，724 2，800 2，879 328 4.9 
|女 4，720 4，837 4，898 5，019 5，178 458 6.9 
人口 53，617 51，778 56，989 58，138 60，261 6644 100.0 
fi、nマI l男 17，208 17，296 17，721 17，939 18，396 1188 17.9 
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